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低学年学童における血圧測定用カブの

選択基準に関する研究

志賀加奈子1），山本　美紀2＞，岩元　　純3）

〔論文要旨〕

　アメリカ心臓協会の勧告によるカブ選択基準と従来の年齢に基づくカブ選択による血圧値を比較・検

討した。8歳児35名を対象に水銀血圧計を用いて，それぞれの基準に従ったカブ幅による血圧測定を行っ

た。8歳児の体格は個人差が大きく，約4割がAHA勧告によるカブ選択を行う必要があった。このよ

うな学童に対し年齢に基づいてカブ幅を選ぶと，収縮期血圧測定において平均値で3mmHgの有意な測

定誤差が生じることが示された。また，8歳児の上腕周囲長と体重の問にきわめて高い相関関係が認め

られたことから，上腕周囲長を測るかわりに体重を指標に用いることで，AHA勧告をほぼ充足するカ

ブ選択ができることが明らかになった。
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Lはじめに

　アメリカ心臓協会（AHA）は，間接的血圧

測定に上腕周囲長の約40％のカブ幅を用いるよ

う勧告している1）2）。この基準は，小児におい

ても直接法による測定値を最もよく反映するこ

とが検証されている3）。一方，日本における小

児のカブ選択は，年齢に基づいて選ぶことが多

いと言われている4）。従来から用いられてきた

この基準は，1959年に岡本によって2～16歳の

先天性心疾患などで入院している患児37名を対

象に直接法と間接法による測定値を比較して得

られたものである5）。

　近年，小児の体格の向上に伴って年齢による

カブ選択を見直す動きがでてきた。橋本らは，

3～5歳の幼児を対象に2種類のカブによる血

圧測定を行い，カブ幅が小さくなると収縮期血

圧値が高めに測定されるために，高血圧と判断

される頻度が5倍になると報告し，年齢に基づ

いたカブ選択による測定値の過大評価を指摘し

ている6）。すなわち年齢によって選択したカブ

の幅が実際に使うべきカブの幅よりも小さいこ

とを示唆したものである。しかし，低学年の学

童におけるカブ選択は8歳までは9cm幅となっ

ており，この年齢におけるカブ選択の妥当性を

検討した研究は行われていない。増加傾向にあ

る小児の生活習慣病予防のためにもより正確な

血圧測定が求められる。本研究は，上腕周囲長

に基づいて選んだカブ幅と年齢に基づいて選ん

だカブ幅による測定値を8歳の学童を対象とし

て比較・検討した。
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皿．対象と方法

1．対　象

　北海道内の健康な8歳児男女を対象とし，

AHA第6次勧告1）に準じた方法で，水銀血圧計

（㈱松吉医科器械）と聴診器（Littmann　Classic

ll　S．E．3M社）のベル型を用いて血圧を測定し

た。カブ幅は7cm，9　cm（Nアイデアル小児用

マンシェット㈱中村医科工業），12cm（㈱松吉

医科器械）を用い，子どもの血圧測定に習熟し

た看護師1名を測定者として14：00から15：00

の間に行った。

　なお，本研究は，年齢に基づいた（年齢基準）

カブが用いられたときに，上腕周囲長に基づい

た（AHA基準）カブによる測定とどの程度の

差が生じるかということを検討することを目的

としているので，測定後にAHA基準のカブ選

択の基礎となっている上腕周囲長をもとに対象

を分類した（結果の項に詳述）。これらの対象

者は全員8歳児であるから，従来の年齢別の基

準5）に従えば，全員9・cm幅のカブを用いて血圧

測定を行うところである。しかし，たとえば体

格が小さい場合（上腕周囲長の短いもの）は

AHA基準に従えば7cm幅を用いることになる

ので，同一の対象者の血圧を2種類のカブ（9cm

と7cm）で測った血圧値を比較することになる。

このように同一対象者での数回の血圧測定が行

われる場合に重要なことは，対象者の血圧や脈

拍が同一の状態でなければ，カブによる測定値

の違いを検討することができないということで

ある。すなわち，同じ「血圧」を異なったカブ

で血圧測定し，2種類の「血圧値」を得るとい

う実験：条件が満たされなければならない。そこ

で，われわれは以下のようなプロトコールで同

一の状態を確認して血圧測定を行った。

2．測定方法

　対象者は初めて血圧測定を体験する子どもが

多いため，不安などの精神状態による測定値の

変動が考えられた。対象者の不安や緊張を緩和

するために同年齢の子どもが血圧を測定してい

る写真を見せながら，カブからゴム嚢を取り出

して送気球で膨らませて見せ，上腕が締められ

るが危険性の大きな行為ではないことを説明し
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た。さらに，途中で止めたくなった場合の合図

を決め，加圧の体験をした後に対象者の最終的

な同意を得て測定を開始した。脈拍は収縮期血

圧とほぼ正の相関関係にあるため，同一対象者

に対して一測定ごとに脈拍の変動を観察し，変

動があった場合は，最初の測定時と同程度の脈

拍に落ち着いてから次の血圧を測定した。測定

順による影響を避けるため3種類のカブ幅によ

る6通りのカブ測定順の中からひとつを同一対

象者の測定に用い，次の対象者には異なる測定

順を用いて重複を避け，ひとつのカブ幅につき

3回ずつ測定した。収縮期圧値はコロトコフ第

1点，拡張期圧値は第5点とし，最も低い測定

値を採用した。

　また，異なった2種類のカブによる2つの血

圧値の比較を行う際，男女別に解析を行わな

かった。Clarkら3＞，橋本ら6）などによる同様の

「上腕周囲長の違い」を基礎とした比較研究に

おいても，男女を区別した性別集計は行われて

おらず，本研究でも先行研究に習って，男女を

一括して統計的検討を行った。したがって，カ

ブの違いによる血圧値の「誤差」が，男女別で

異なるかどうかの検討は本研究の目的ではな

く，小さな体格の学童（S群）の中における7cm

カブによる血圧測定値群と9cmカブによる血圧

測定値群の比較，また，大きな体格の学童（L

群）の中における9㎝カブによる血圧測定値群

と12cmカブによる血圧測定値群の比較を行っ

た。中等度の体格の学童（M群）は，年齢基準

でもAHA基準でも同じ9cm幅のカブを用いる

ので，血圧測定値間の比較は行わなかった。

　また，体格を把握するために身長と体重，上

腕長（肩峰から肘頭まで），上腕周囲長（上腕

長の中点周囲）を計測した。データ収集は，保

護者と子どもの同意を得て，2002年10月から

2003年10月に行った。AHA基準によるカブと

従来の年齢基準によるカブを用いた測定値の比

較はWilcoxon検定を用いて行い有意水準は

5％とした。上腕周囲長と身長，体重，上腕長

の関係は相関分析を行った。
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皿，結 果

1．対象の概要

　35名（男児13名，女児22名）の8歳児が対象

であった。身長は126．9±5．6cm（平均値±SD），

体重は28．8±7．7kg，上腕長は24．9±1．9cm，上

腕周囲長は20．3±3．3cmであった。同じ年齢で

も体格には，大きなばらつきがあった。特に体

重の範囲は約20～50kgであり，体格が小さい子

どもと大きい子どもの差は2．5倍に及んでいた

（表1）。

2．対象の分類

　測定後に対象を上腕周囲長に基づいて分類し

た。まず8歳児であっても上腕周囲長が短く

7cm幅のカブを選ぶべき群をS群（nニ8）と

し，9cm幅のカブを選ぶべき群をM群（n＝20），

12cm幅を選ぶべき群をL群（n＝7）とした。

なお，M群は9　cm幅のカブを選ぶという意味で，

年齢に基づく基準と一致する群であり，S群と

L群はAHA基準にしたがってそれぞれ7cmと

12cmのカブを用いると同時に9cm幅のカブを用

いても血圧測定を行った。そして，異なった幅

のカブによる血圧値の比較を行った（S群では

7cmと9cm幅のカブによる血圧値の比較，　L群

では12㎝と9cm幅のカブによる血圧値の比較〉。

なお，平均上腕周囲長は，S群でユ7．0±0．5cm（平

均値±SD），　M群で19．8±1．5cm，　L群で25．4

表1　対象の概要
（n　＝＝　35）

Mean±SD Range

身長（cm） 126．9±5．6 113．8～138．0

体 重（kg） 28．8±7．7 20．0～49．8

上腕長（cm） 24．9±1．9 21．5～29．0

上腕周囲長（c田） 20．3±3．3 16．1～29．8

±2．5cmであった（表2）。

3．測定値の比較

　収縮期血圧の比較：S群において，9cm幅の

カブ（従来の基準）による収縮期血圧は96±

5mmHg，7cm幅のカブ（AHA基準）による測

定値は99±4㎜Hgであり，従来の基準にした

がった場合の収縮期圧は有意に低い値を示した

（図1）。一方，L群においては，9cm幅のカブ

（従来の基準）による収縮期血圧は104±7㎜

Hg，12cm幅のカブ（AHA基準）による測定値

は101±6　mmHgとなり，従来の基準にしたがっ

た場合の収縮期圧は，有意に高く測定された（図

1）o

　拡張期血圧の比較：S群において，9　cm幅

のカブ（従来の基準）による拡張期血圧値は62

±7mm　Hg，7cm幅のカブ（AHA基準）による

測定値は66±7mmHgであった。これらの値に

有意差は認められなかった。L群において，9cm

幅のカブ（従来の基準）による測定値は64±12mm

Hg，12cm幅のカブ（AHA基準）による測定値

は66±8　mm　Hgであり，こちらも有意差は認め

られなかった（図2）。

4．上腕周囲長と身長，体重，上腕長の関係

　8歳児の上腕周囲長は，体重との問にきわめ

て高い相関関係（r＝0．945，p〈0．001）を示し

た（図3）。一方，身長および上腕長の上腕周

囲長に対する相関係数は，それぞれr＝0．543（p

＜0．001），r＝0．592（p＜0．001）であり比較的

高い相関を示した。しかし，体重との相関係数

rニ0．945と比較した場合著しい差があった。

ISjTP．考 察

1．収縮期血圧値の比較

　8歳児の体格は，表1のようにばらつきが大

きく，AHA基準を適用すると，より大きいカ

表2　対象の分類

上腕周囲長に基づく区分 平均上腕周囲長 上腕周囲長に基づくカブ幅 年齢に基づくカブ幅

S群（n＝8） 17．0±Q．5cm 7cm 9cm

M群（n＝20） 19．8±1．5cm 9㎝ 9cm

L群（n＝7） 25．4±2．5cm 12cm 9cm
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フ（L群）やより小さいカブ（S群）を用いる

べき学童がかなりの割合で存在した（表2）。

このような学童に対し℃，年齢に基づいて9cm

幅カブを用いると，収縮期血圧値はS群におい

て平均値で3㎜Hg低く，逆にL群において平

均値で3mmHg高く測定されることが明らかと

なった（図1）。Gomezらによると，10～17歳

の学童の収縮期血圧は，カブ幅によって有意な

測定誤差が生じるという。

　1，582名という大きな集団を用いて測定され

たこの研究では，上腕周囲長の40％を使うべき

学童にひとサイズ大きいカブを用いた場合，平

均値で4mmHg低く測定され，逆にひとサイズ

小さいカブを用いた場合も平均値で4mmHg高

く測定された7）。この4　mm　Hgという値が，われ

われの研究で得られた3　mm　Hgの差ときわめて

近似した値であることの理由として，集団の年

齢構成が比較的近いということ，および，血圧

測定法が基本的な聴診法であったことが考えら

れる。しかし，小児の年齢が低くなってくると，
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2つのカブによる測定誤差がさらに大きくなっ

ているという報告もあり，橋本らは約6mmHg

の差を3～5歳児において発見している6）。

2．拡張期血圧値の比較

　本研究においては，拡張期血圧値はどのカブ

幅を用いても有意差は認められなかった（図

2）。有意気がないという同様の報告がマイク

ロホン自動血圧計を用いたClausenらによって

も示されており，7～15歳の学童の拡張期血圧

は，カブ幅が異なっても一定の変化が認められ

ないという8）。また，先述したGomezらも拡張

期血圧値についてはあまり違いが認められない

という結果を示している。その一方で，オシロ

メトリック自動血圧計を用いた研究によると，

3～5歳の幼児の拡張期血圧値はカブ幅が小さ

いと拡張期圧が4～5　mm　Hgほど高く測定され

るという6）。測定条件，測定手技や対象となる

子どもの年齢などによって，拡張期血圧は一定

の傾向を示さない可能性があり，今後の検討が

必要であると思われる。

3．上腕周囲長と体重の関係

　橋本らは，幼児の体格に個人差が大きかった

ことから，AHA勧告の通りにカブを選択する

には，上腕周囲長の測定が不可欠であると指摘

している6）。本研究でも8歳児の体格の個人差

が大きく，4割ほどの学童がAHA勧告を取り

入れたカブ選択を行う必要があった。しかし，

上腕周囲長を計測して，その約40％を算出する

というAHA勧告にしたがった方法は，現場で

は手間がかかりすぎるために，集団検診などの

ような場合は不適切として退けられる可能性も

ある。本研究において，8歳児の上腕周囲長と

体重の問にきわめて高い相関関係（r＝0．945）

が認められたことは，上腕周囲長をはかるとい

う手間を省く上で極めて有用であると思われ

る。すなわち，上腕周囲長を測るかわりに，学

童の体重をカブ選択の指標に用いることで，

AHA勧告をほぼ充足するカブ選択を行うこと

ができること明らかになったのである（図3）。

具体的には，8歳児の学童のカブ選択をする場

合，おおよそ22　kg以下は7cm，22～35kgは9cm，

35　kg以上は12cmのカブ幅を選ぶとよいことがわ
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30

かった。この簡便法の有用性は，さらに多くの

学童を対象とした検討を待たなければならない

が，今回の研究でその可能性が示されたことの

意義は大きいと思われる。

V．結 論

　8歳児のカブ幅を従来通り年齢に基づいて選

ぶと，AHA勧告である上腕周囲長に基づいて

選ぶカブ幅とサイズが異なり，収縮期血圧値の

みにおいて統計学的に有意な測定誤差が生じる

ことが示された。体重を指標に用いることで，

AHA勧告と近似するカブ選択が可能であるこ

とが示唆された。
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